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1. はじめに 
実環境の画像を用いて計算機内に仮想的な実環境を構
築する技術は Augmented Virtuality と呼ばれ，教育や娯楽
などの分野への応用が期待されている．このような分野
において，一度に全方位の画像を高解像に取得する技術[1]

や新しい視点の画像を生成する技術[2]を用いることにより
画像取得における大幅な人的コストの削減が見込まれる．
しかし，複雑な形状を含む屋外環境などでは計算量や精
度の面で従来提案されている新視点画像生成技術の適用
は難しい． 
本稿では，静的な環境で撮影された全天球動画像およ
びカメラ移動パラメータから新しい視点の全天球画像を
生成する手法を提案する．本手法では，2 フレーム間の差
分領域を利用して計算量の削減とエラーの低減を図る． 

2. 全天球動画像からの新視点画像生成 
提案手法では，新視点位置に近い入力動画像中の 2フレ
ームを用いて，近景と遠景を分離することにより，近景
領域付近のみ画像を更新し効率化を図る．まず前処理と
して，(1) 選択された 2 フレーム間での差分とり，差分が
発生している領域 (差分領域) を登録する．次に，生成す
る画像のピクセル毎の処理として，(2) 差分領域に基づい
て更新すべき領域 (更新領域) を判定する．(3) 更新領域に
おいては Irani らの手法[2]を用い視線方向の色を決定する．
更新領域以外は，選択された 2フレームにおける同方位の
色を使用する． 
(1) 差分領域の登録: 撮影時のカメラの回転に対応するた
め，予め推定されたカメラシステムの外部パラメータを
使用し，方位を一致させフレーム間の差分を算出する．
閾値以上の差分が検出される方位を差分領域とする． 
(2) 更新領域の判定: 図 1 に示すように近景に物体が存在
する場合，2フレーム間の差分画像上には△印で示す 2つ
の方位に差分領域が検出される．このため，差分領域と
各フレームの投影中心を結ぶ直線群が交差する空間中の
領域には物体が存在する可能性があると考えられる．そ
こで，新視点の投影中心から判定する画素を結ぶ直線上
にその領域が存在する場合，その画素を更新領域に加え
る． 
(3) 視線方向の色の決定: 更新領域に含まれる画素の色は，
全てのフレームを使用して視線方向の色を計算する．そ
の際，物体が存在する
可能性のある領域のみ
を探索することで，効
率化を図る． 

3. 予備実験 
歩きながら撮影した
全天球動画像 450 フレ
ームのうち 10フレーム
間隔で，計 45フレーム

の画像を入力とし，連続する 2フレーム間の中点での全天
球画像を生成した．全天球画像の取得には，6 個のカメラ
からなり 15fpsの動画像が取得できる Ladybug (Point Grey 
Research)を用いた．カメラシステムは予めキャリブレーシ
ョン[1]を行い，佐藤らの手法[3]を用いてカメラ外部パラメ
ータを推定した．ただし，この予備実験では，奥行き探
索範囲の限定は行わず，予め与えた全ての範囲を探索し
た． 
図 2 に差分の生成に用いた連続フレームの全天球画像，
図 3にそれらの差分領域，図 4に生成した新視点における
全天球画像示す．各全天球画像は球面上に投影された画
像を正距円筒図法により展開したものである．実験によ
り，天井の模様が連続フレームを補間するように描画さ
れていることから，新視点の全天球画像の生成が可能で
あることを確認した． 

4. まとめ 
フレーム間差分を利用して全天球動画像から新しい視
点の全天球画像を生成する手法を提案した．今後は，視
線方向の色を決定する際の奥行き探索範囲の限定及び任
意視点への拡張についても検討する． 
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図 2: 差分の生成に用いた全天球画像 
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図 1: 更新領域の判定 
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図 3: 差分領域 図 4: 生成された新視点画像 
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